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対
日

猜
疑
心
の

原
点

イ

ヤ
ハ

ー

ト

事
件
の

真
相
解
明
に

ご

協
力
を

平

　
間
　
洋

　
一

イ

ヤ
ハ

ー
ト

事
件
の

概
要

　

第
二

次
世
界
大
戦
前
の

昭

和
十
二

年
夏

、

「

女
性

リ
ン

ド
バ

！

グ
」

と
い

わ
れ
た

ア

メ

リ
ア
・

イ
ヤ
ハ

ー

ト
が

世
界
一

周
の

飛
行
中
に

太
平
洋
上
で

消
恵
を
絶
っ

た
。

イ

ヤ
ハ

ー

ト
は
一

八
九
七

年
、

ア

メ

リ

カ

の

カ

ン

ザ

ス

州
に

生
ま
れ

た

が
、

一

九
二

八

年
に

は

女
性

と

し

て

初
め

て

大
西
洋
横
断
飛
行
に

同
乗

、

一

九
三

二

年
に

は

自
身
に
よ

る

大
西
洋
単
独
横
断
に

成
功
す

る

な
ど

冒
険
飛
行
を

重

ね
て

い

た
。

　

世
界
一

周
飛
行
に

飛
び
立
っ

た
の

は
一

九
三

七
年

六
月
一

B
で

、

イ
ヤ
ハ

ー

ト

は
ロ

ッ

キ

ー

ド

社
の

エ

レ

ク

ト

ラ

機
に

男
性
航
法
士
と

搭
乗
し

、

マ

イ
ア

ミ

を
発
ち
ベ

ネ
ズ

エ

ラ
、

ブ

ラ

ジ

ル
、

ア

フ

リ
カ

大
陸

、

イ
ン

ド
、

ビ

ル

マ
、

シ

ン

ガ
ポ

ー

ル
、

オ
ー

ス

ト

ラ

リ
ア

な
ど
二

十
一

ヵ

所
を

経
由
し
、

六

月
三

十
日
に

ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

の

ラ

エ

に

到
着
し

た
。

そ
し
て

、

七

月
二

日
に

ラ

エ

か

ら

四

千
キ
ロ

余
離
れ
た

太
平
洋
上

の

ハ

ウ

ラ

ン

ド

島
に

向
か
っ

た
。

　
し

か

し
、

離
陸
か

ら
十
九

時
間
十
二

分
後

、

同
島

で

待
機
し

て

し
た
ア

メ

リ
カ

沿
岸
警
備
隊
「

ア

イ

タ

ス

カ
」

号
に

「

わ
れ

わ

れ
は

あ
な

た
が

た

の

頭
上
に

い

る

は

ず
な
の

に

島
を
発
見
で
き

な
い

。

燃
料
が

減

少
し

て

い

る
。

高
度
一

、

○
○
○
フ

ィ

ー

ト
」

と
の

連
絡
が

あ
り

、

そ

の

後
に

「

わ
れ

わ
れ
の

方
位
を

探

知
し
て

三
一

〇
五
キ
ロ

ヘ

ル

ツ

で

の

音
声
通

信
を

頼

む
」

と
の

通
信
が

あ
り

、

さ

ら

に
、

離
陸
か
ら
二

十

時
間
十
四
分
後

、

「

一

五

七
…

三

三

七
度
の

線
上
を

南
北
に

飛
行
中
」

と
の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を
最
後
に

消
息

を

絶
っ

た
。

　
当
時

、

こ

の

事
件
は

世
界
的
閏
囚

心
を

集
め

、

ア

メ

リ
カ

海
軍
は

こ

の
一

民
間
女
性
飛
行
士
の

遭
難
に

戦

艦
コ

ロ

ラ
ド
、

航
空
母
艦
レ

キ
シ

ン

ト

ン
、

駆
逐
艦

十
隻

、

飛
行
機
百
二

機
、

捜
索
派
遣
人
員
三

千
人
以

上
、

経
費
は

少
な

く
見
て

も
四
百
万
ド
ル

を

越
え
る

大
規
模
な

捜
索
を

行
な
っ

た
が

、

つ

い

に

何
一

つ

発

見
で

き
な

か
っ

た
。

　
そ
し

て
、

最
後
に

ア

メ

リ
カ

海
軍
は

「

イ

ヤ
ハ

ー

ト

機
は
ハ

ウ

ラ

ン

ド

島
北
五

十
マ

イ
ル

か
、

三

十
マ

イ
ル

の

地
点
で

島
を

見
失
い

墜
落
し
た
」

と

結
論
し

た
。

し

か
し

、

そ

の

理
由
は

公
表
さ
れ

る
こ

と

は

な

か
っ

た
。

そ

し
て

、

そ

こ

か
ら

対
日

疑
惑
と

猜
疑
心

が

生
ま

れ
育
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

二

　
事
件
と

対
日

猜
疑
心

と

の

関
係

　
こ

の

事
件
に

日

本
海
軍
は

自
発
的
に

協
力
を

申
し

出
て

、

当
時

、

南
洋
群
島
方
面
を
行
動
中
で

あ
っ

た

　
　
　

こロ
つ

し
ゅロ
つ

特
務
艦
「

膠
州
」

を

派
遣
し
た

。

し
か

し
、

こ

の

協

力
が
そ

の

後
「

日

本
軍
に

よ

る

救

助
説
一

を

生
み

、

裏
目
に

出
て

し

ま
っ

た
。

　

イ

ヤ
ハ

ー

ト

事
件
に

日

本
海
軍
が
か

か

わ
っ

た

と

し

て

最
初
に

大
き
く

取
り
上
げ
ら

れ
た
の

は
、

第
二

次
大
戦
中
の

昭
和
十
八
年
で

、

ロ

ザ

リ
ン

ド
・

ラ

ッ

セ

ル

演
じ

る

女
流
飛
行
家
が

、

日

本
統
治
領
の

要
塞

化
の

状
況
を

偵
察
す
る

密
命
を

帯
び

て

飛
行
し

消
息

を
絶
っ

た
と

い

う
戦
意
高
揚
映
画
『

自
由
へ

の

飛
行
」

で

あ
っ

た
。

　

次
は

戦
後
の

昭
和
三

十
五

年
で

、

ア

メ

リ
カ

の

空

軍
大
尉
が

、

イ

ヤ
ハ

ー

ト

は
サ

イ
パ

ン

島
に

不
時
着

陸
し
、

日

本
軍
に

捕
え
ら

れ
て

ス

パ

イ

と

し
て

処
刑

さ
れ

た

と

島
民
か

ら

聞
い

た
と

発

表
し

た．、

続
い

て

昭
和
四
十
五
年
十
｝

月
に

は
、

イ
ヤ

ハ

ー

ト

は

戦
争

中
は

宮
中
に

か

く
ま
わ
れ
て

い

た
が

、

天
皇
ヒ

ロ

ヒ

ト
を

軍
事
裁
判
に

か

け
な

い

と
い

う
交
換
条
件
で

釈

放
さ

れ
、

現
在
は

別
名
で

生
き
て

い

る
と
い

う

途
方

も
な
い

本
が

出
版
さ

れ
た．）

　
そ

し
て

、

そ
れ

か

ら

約
十
年
後
の

昭
和
五

十
六

年

に

は
、

日

本
海
軍
の

水
上
機
母
艦
「

神
威
」

が

救
助

し

た
が

、

南
洋
群
島
要
塞
化
の

秘
密
を

知
ら
れ

て

し

ま
っ

た

た
め

日

本
海
軍
が

処
刑
し
た

と
の

説
が

流
れ

、

こ

の

た
め

、

現
在
で

も
サ

イ
パ

ン

で

配
布
さ

れ
て

い

る

観
光
案
内
地
図
の

刑
務
所
跡
の

説
明
文
に

は

コ

説
に

よ
る

と
、

イ

ヤ
ハ

ー

ト

が
こ

こ

の

鉄
格
子
の

中

に

捕
え

ら
れ

て

い

た

と
の

こ

と
」

と

記
さ

れ
て
い

る
。

　
次
い

で
、

昭
和
六
十
年
に

は

『

ア

メ

リ
ア

・

イ

ヤ

ハ

ー

ト

の

最
後
（

》

ヨ
 

嵩

餌

眄

曽

｝
肆

コ
”

→
7
 

囓、
冒
巴

 

ε

亳
）

』

が
、

昭
和
六
十
二

年
に

は

『

ア

メ

リ
ア
・

イ

ヤ

ハ

ー

ト

事

件
（

〉

ヨ
Φ一一
卑

閏い
P
憎

7
餌鬥
6H

⇒
O一
匹
Φ

コ
け

）

」
、

N 工工
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　ア メ リア ・イヤ ハ ー ト遭難 50周年記 念切

手 と して 、 1987年に マ
ーシ ャ ル諸島共和国

で発行された切手 。 4 枚 1組の 1 枚で 、 他の

3枚の 図柄は 、ラ エ を離陸したイヤハ
ー ト機、

ハ ウ ラ ン ド島で待機する米沿岸警備隊の 「ア

イタス カ号」、 ミ リ環礁に不時着したイヤハ ー

ト機である 。　 写真 舩 永秀夫

昭
和
六
十
三

年
に
は

『

ア

メ

リ
ア

・

イ

ヤ
ハ

ー

ト

の

悲
劇
（

弓
7
Φ

○
α

誘
の

Φ
団

鼠

〉

ヨ
 

財
9

国
 

筈
p
同

叶

）

』

な
ど

、

日

本
軍
が
イ
ヤ

ハ

ー

ト

事
件
に
か

か

わ
っ

た

と
い

う

本
が
続
々

出
版
さ
れ

る
に

至
っ

た
。

　
さ

ら
に

、

昭
和
六
十
二

年
に

は

写
真
に

示
す
よ

う

に
、

沖
で

日

本
海
軍
の

特
務
艦
「

膠
州
」

が
イ
ヤ
ハ

ー

ト

機
を
収
容
し
て

い

る
一

方
、

岸
辺
で

は

憲
兵
が
ア

メ

リ
ア
・

イ

ヤ
ハ

ー

ト

と

航
法
士
を
捕
え
て

い

る

図

柄
の

イ

ヤ
ハ

ー

ト

遭
難
五

十
周
年
記
念
切
手
が
マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
共
和
国
か

ら

発
行
さ

れ
、

さ
ら
に

本
年

五

月
八
日
に
は

NBC

放
送
か
ら

、

「

未
解
決
の

ミ

ス

テ

リ
i

」

と

題
し
て

、

日

本
軍
関
与
説
が

特
集
番

組
と

し

て

放
送
さ

れ
た

。

　
イ

ヤ
ハ

ー
ト

事
件
を
詳
細
に

分
析
す
る
と

、

イ
ヤ

ハ

ー

ト

処
刑
説
が

初
め

て

外
電
に

出
た
の

は

「

安
保

闘
争
」

が
火
を
吹
き

、

ア

イ
ゼ

ン

ハ

ワ

ー

大
統
領
の

訪
日
が

直
前
に

な
っ

て

中
止
さ

れ

た
昭
和
三

十
五

年

で

あ
り

、

次
い

で

皇
居
内
に

か

く
ま
わ

れ
て

い

た
と

の

節
が

流
れ

た
の

は
日

米
安
保
改
定
の

七
十
年
安
保

闘
争
の

翌
年
で

あ
っ

た
。

ま
た

、

「

神
威
」

救
助
・

処
刑
説
が

出
た
の

は
ア

メ

リ
カ
の

対
日
赤
字
が
百
八

十
億
円
に
達
し

、

経
済
摩
擦
が

叫
ば
れ

出
し
た
一

九

八
一

年
で
あ
っ

た
。

　
こ

の

よ
う
に

イ

ヤ
ハ

ー

ト

事
件
を
詳
細
に

眺
め
る

と
、

こ

の

事
件
は

日
米
関
係
の

悪
化
と

と
も
に

復
活

し
、

対
日

感
情
が

悪
化
す
る
と

ア

メ

リ
カ

人
の

心
を

捕
ら
え

、

関
心
が

高
ま
る

傾
向
が

あ
る

よ
う
に

思
わ

れ

る
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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三

　
イ

ヤ
ハ

ー

ト
事
件
解
決
に
ご

協
力
を

　
一

方
、

ア

メ

リ
カ

に
は

た

だ
真
相
を
明
ら
か

に

し

よ

う
と
の

動
機
か
ら

、

民
間
か

ら
の

寄
付
で

真

相

解
明
活
動
を
続
け
て

い

る

航
空
考
古
学
の

団
体
TI

GHAR

（ 、
穿
Φ

H

暮
Φ

ヨ
魯
自
巴

？
o
β
℃

h

霞

寓

切
け

o

ユ
o

＞

旨
o
同

郵

津

國
Φ
oo

く

Φ

吋

密

：

本
部
デ

ラ

ウ
ェ

ア

州
ウ
ィ

ル

ミ
ン

ト

ン
）

が

あ
る

。

　

こ

の

団
体
は

、

当
時

、

ハ

ウ

ラ

ン

ド

島
で

待
機
中

だ
っ

た

米
沿
岸
警
備
隊
の

「

ア

イ

タ
ス

カ
」

号
と

イ

ヤ
ハ

…

ト

機
と
の

交
信
記
録
や

、

遭
難
後
の

イ
ヤ
ハ

ー

ト

機
か
ら
の

電
波
に

対
す
る
パ

ン

・

ア

メ

リ
カ
ン

航

空
に

よ
る

方
位
探
知
記

録
な
ど
か

ら
、

イ
ヤ
ハ

ー

ト

は
フ

ェ

ニ

ッ

ク
ス

諸
島
（

キ

リ
バ

ス

共
和
国
）

の

ニ

ク
マ

ロ

ロ

環
礁
付
近
に

着
陸
し

た

可
能
性
が

高
い

と

分
析
し

、

【

昨
年
の

現
地
調
査
で

航
法
士
用
の

本
棚

を
採
取
し
た

。

　

し
か
し
、

そ

れ
が

遭
難
し

た
エ

レ

ク
ト

ラ

機
の

も
の

で

あ
る
と

確
定
で

き
な
か
っ

た

た
め

、

本
年
は
さ
ら

に

装
備
を

充
実
し

、

再
び
九

月
に

陸
上
お

よ

び
海
中
の

調
査
を

実
施
す
る

計
画
で

資
金
を

募
集
中
で

あ
る

。

　
TIGHAR

（

タ
イ
ガ
ー

）

の

理
事
長
の

リ
チ
ャ

ー

ド
・

ギ
ル

ス

ピ
ー

氏
は

「

こ

の

調
査
で

B
本
軍
の

関

与
説
が

間
違
い

で

あ
る

こ

と
が

証
明
さ

れ
る

で

あ
ろ

う
と

期
待
し

て

い

る
」

と

語
っ

て

い

る
と

い

う
が

、

こ

の

よ

う
に

ア

メ

リ
カ

に
は

、

結
果
的
に

日

本
入
に

か

け

ら
れ
た

疑
い

を

晴
ら

す
こ

と
に

な

る

調
査
に

、

真
実
は

明
ら

か
に

す
べ

き
だ

と
の

信
念
を
も
っ

て

身

銭
を

切
り

、

ア

メ

リ
カ

国
内
で

寄
付
を
集
め
て

い

る

人
た

ち
も
い

る
の

で

あ
る

。

　

こ

の

プ
ロ

ジ

ェ

ク

ト

に
は

ア

メ

リ
ヵ

海
軍
や

FB

I
も
協
力
し

、

本
年
は

か
な

り
の

成
果
が

期
待
で

き

そ

う
な

こ

と
か

ら
、

こ

の

調
査
に

NBC

の

ス

タ
ッ

フ

が

同
行
し

十
月
に

は
二

時
間
の

特
別
番
組
が

全
米

に

報
道
さ

れ
る

予
定
で

あ
る

。

　

イ

ヤ
ハ

ー

ト

事
件
は

前
述
の

と

お

リ
ア

メ

リ
カ

の

対
日

不
信
感
や
反
感
が

高
ま

り
、

日

米
関

係
が

悪
化

す
る

た

び
ご

と

に

息
を

吹
き
返
す
傾
向
が

あ
る

。

湾

岸
戦
争
が

終
わ
り
｝

三

〇
億
ド

ル

を

援
助
し
な

が

ら
、

ア

メ

リ
カ

に

は

反
日

感
情
と

対
日

不
信
感
が

強
ま

り

つ

つ

あ
り

、

こ

の

ま
ま
で

は

日

米
関
係
に

悪
影
響
を

及
ぼ

す
恐
れ
が

あ
る

と

指
摘
す
る

人
も
い

る
。

今
、

大
事
な

こ

と
は

、

た

と
え

小
さ
な

こ

と

で

も
、

ア

メ

リ
カ

人
の

対
日

不
信
感

・

猜
疑
心

を

解
消
す
る
こ

と

で

は

な

い

で

あ
ろ
う

か
。

　

結
果
的
に

は

日

本
の

疑
い

を

晴
ら

す
こ

と
に

な

る

こ

の

活
動
を
行
な
っ

て

い

る
ア

メ

リ
カ
の

ボ

ラ

ン

テ

ア

の

入
々

に
、

今
日
の

日

米
関
係
を
ご

考
察
の

上
、

暖
か
い

ご

協
力
を
い

た

だ
け

る

な

ら
ば

幸
い

で

す
。

わ
れ

わ
れ
の

小
さ
な

善
意
で

、

少
し

で

も
日

米
関
係

を

円
滑
に

し

よ

う
で

は

あ
り
ま
せ

ん

か
。

　
な
お

、

ご

寄
付
の

送
り
先
は

次
の

通
り
で

す．）

　
郵
便
振
替
口

座
　
東
京
三
…

二

九
七
七
ニ

　
タ
イ

ガ

！

支
援
会

、

ま

た

は

富
士
銀
行
赤
坂
支
店

　
普
通

預
金
一

五
〇

＝
二

七
二

　
太
平
洋
学
会
タ
イ

ガ

ー

支

援
会

お

知

ら

せ

　
ス

ペ

イ
ン

太
平
洋
研
究
協
会
か

ら
、

在
日

ス

ペ

イ

ン

大
使
館
を
通
じ
て

、

当
学
会
に

対
し
、

左

記
二

冊

の

寄
贈
が

あ
り
ま
し

た
。

　
ご

希
望
の

方
（

太
平
洋
学
会
会
員
に

限
る
）

に

は
、

二

週
間
を
隈
度
と

し
て

借
し

出
し

を
い

た

し
ま

す
の

で
、

お

申
し

出
く
だ

さ
い

。
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